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 概要：2001 年より 7年間にわたり、PBL による情報教育を実践してきた[井上_01] [井上_04] 

















5 段階があるとされている [Tuckman & Jensen97]。 













































                                                  
1 テュートリアル型の実践の中で、ITスキルの高い学生が他メンバーと上手くやってい
けなかった事例であるが、ファシリテータである筆者は早い段階からギクシャクした雰囲







おこなう実践体験型 PBL の場合も同様である。 
 
図 1.TEAL 教室 
出典：[TEAL] ,classroombig.jpg 
 
例えば、MIT(Massachusetts Institute of Technology)では、大教室での講義を改革
する目的で、少人数のグループ学習を実践するための教育手法である「TEAL
（Technology Enabled Active Learning：テクノロジーで可能になる能動的な学習)」
を試みている。TEAL での学習目的は、問題解決力やコミュニケーション力の育成であ
り、その実現には、最適な学びの環境が必要であるとしている。TEAL をおこなう教室







































                                                  
2 当該教室は 2007 年 9 月より利用を開始した。しかし、本稿執筆時点ではこの環境を
使うことでの学習効果の検証は行えていない。今後、学習効果などを検証していきたい。 
  















このような 2 つの PBL 実践方法の特徴を理解した上で、学習者の知識レベル、教員数、
PBL をサポートする体制、スケジュールなどを総合的に判断し、テュートリアル型ま
たは実践体験型のどちらで実施するかを決定する。これまで実施してきた社会連携型

























































































びだ」と感じてしまう [吉田 04_1]。 
本物であるがゆえに、学生は自分たちが学ぼうとしている内容の社会における意義と
目的を知り、学習意欲と目的意識が向上する。モラレス・マンとケイテル [Moralec&Keitel01]








































































































PBL と講義を組み合わせる Hybrid 型 PBL として、テューターノートに記載されて
いるような内容を講義で教えるという方法も考えられる。特に、入学直後の学生など前
提知識が少ない学習者には、講義で問題を解決するための着眼点を気付かせることがで































































































資料 1 京都府の住民数 2,644,309 人 
京都府の職員数 31,200 人 
府内市町村数 28 
府の部局数（室・課） 113 室・課 
京都府財政状況（平成 16 年度） 歳入 8,113.84 億円 歳出 
8,045.39 億円 
広報活動に関連する行政改革の取組 
 「かいかくナビ」 府民発・参画・協同推進など 
 「中期ビジョン」 府民参画行動指針など 






 府民だより（4頁） 全戸配布版発行部数  1,020,000
部／年 6回  

























































































資料 2 京都府のインターネット人口普及率 52．7％ 















































































































ICT に関する具体的な学習活動パターンとして、3 つの実施方法「レベル 1」「レベ
ル 2」「レベル 3」を提案する。ファシリテータは、学習者の ICT レベルや学習目的に
最もふさわしい活動を選択する。 
レベル 1では、ICT を使ったシステムやコンテンツを企画・設計する。ICT システム
は、対象組織の問題を明らかにし、その課題を解決するプロセスである。そのプロセス
に含まれる、「問題の発見と明確化」「仮説の立案」「計画策の策定」「期待される改善効































は、コミュニケーションの充実と同時に、最新の ICT ツールの特徴の理解にもなる。 
 
























図 3. システム提案書の例 
表 4. レベル 1 で使用できるソフトウェアと獲得する能力 
ソフトウェア・













































WebDAV Apache,IIS 等 ファイルの共有 
Blog Blogger,YahooBlog 等 文字・画像・動画等の受発
信・伝達、自己表現 
SNS OpenPNE,mixi 等 グループ活動支援、コミュ
ニティ形成 



































されている、その一つが CMS(Contents Management System)である。CMS は、コン
テンツ・マネジメント・システムといわれ、コンテンツの公開・修正、分類、蓄積とい
った Webサイトを統合的に管理するシステムである。企業の Webサイトで採用されて






















                                                  



























































って、レベル 3は、仮想のシナリオを元に活動するテュートリアル型 PBL ではなく、



















































































分類 評価項目 評価 
問題点の抽出 解決すべき課題が明確か A  B  C 
解決すべき課題を抽出した理由が明確か A  B  C 
広範囲かつ多面的な視点から課題を見つけ出し
ているか 
A  B  C 
抽出した課題は ICT で解決可能なものか A  B  C 
一人ではなく、メンバー相互の検討で課題を抽出
したか 
A  B  C 
課題解決方法 課題解決を進めるための計画を策定しているか A  B  C 
課題解決に必要な知識・スキルを獲得しようとした
か 
A  B  C 
課題解決に適切な ICT ツールを選択しているか A  B  C 
グループ活動に積極的に参加・貢献しているか A  B  C 
ICT ツール（ソフトウェア・ハードウェア）、の使い方
を理解できているか 
A  B  C 
結果の評価 結果は目標を達成しているか A  B  C 
自己の活動を客観的な視点で評価できるか A  B  C 





















































た PBL の学習支援は今後充実すべき項目のひとつである。 
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